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イヌ＝ヒト共通性格尺度 (CHOPS) の開発











Schneider, 1995 武部訳 1999 ; Willis, 1995 武部訳
1999）。Hart ら（Hart, 1995 武部訳 1999 ; Hart & Hart,
1985, 2016 ; Hart & Miller, 1985）はイヌに携わる専門家
に 56犬種を 13の行動特性について評定してもらい，犬
種により行動特性プロフィールが異なることを示した。

































て，それを分類する研究（Allport & Odbert, 1936）が基













































































を除外した 186名を分析対象とした。第 2回調査は約 2










Table 1 5因子の名称と研究 1で用いた性格表現語
平芳・中島（2009）イヌ 攻撃性 臆病さ 外向性 知性 緩慢さ


















TIPI-J の対応因子 協調性 神経症傾向 外向性 開放性 勤勉性
CHOPS 攻撃性 臆病さ 外向性 気概性 緩慢さ





















一貫性を検討するため，Cronbach の α 係数を算出した











Table 3 研究 1の因子分析結果
項目 因子
攻撃性 臆病さ 外向性 知性 緩慢さ
怒りっぽい 0.65, 0.61 0.03, 0.15 −0.11, −0.04 −0.01, 0.09 −0.23, −0.16
反抗的な 0.62, 0.75 0.03, −0.12 −0.06, −0.04 0.07, 0.07 0.07, 0.06
わがままな 0.45, 0.56 0.18, 0.18 0.12, 0.17 0.00, −0.03 0.19, 0.10
臆病な 0.04, 0.11 0.42, 0.77 0.02, −0.11 −0.34, −0.06 −0.04, 0.06
動揺する 0.13, 0.02 0.63, 0.64 −0.05, 0.16 0.01, −0.15 −0.01, −0.12
緊張する 0.00, 0.05 0.84, 0.64 0.07, −0.01 0.09, 0.06 0.01, 0.01
愛想のよい −0.19, −0.18 0.18, 0.20 0.77, 0.45 −0.10, −0.01 −0.03, 0.12
外向的な 0.12, 0.08 −0.08, −0.04 0.77, 0.80 0.06, −0.01 −0.04, −0.02
活動的な 0.03, 0.07 −0.11, −0.02 0.74, 0.74 0.13, 0.08 0.02, −0.02
知的な −0.31, −0.30 0.11, 0.03 −0.02, 0.10 0.41, 0.29 −0.10, −0.12
根性がある 0.09, 0.07 0.00, −0.07 0.06, 0.13 0.77, 0.61 0.05, 0.00
意志の強い 0.05, 0.07 0.03, −0.07 −0.01, −0.04 0.68, 0.76 −0.05, 0.01
のんきな 0.15, 0.08 −0.05, −0.23 0.17, 0.12 −0.16, −0.16 0.59, 0.76
ぼんやりした 0.09, 0.07 −0.01, 0.10 −0.21, −0.15 0.06, 0.01 0.73, 0.62
おっとりした −0.27, −0.19 0.05, 0.16 −0.02, 0.01 0.05, 0.20 0.64, 0.61
因子間相関
攻撃性 .10, −.13 .09, .01 .06, .07 −.04, −.23
臆病さ −.30, −.29 −.48, −.47 .37, .40




Table 4 研究 1で得られた 15項目尺度の因子別統計量
平均値（標準偏差） Chronbach の α 項目間相関平均値
第 1回調査 第 2回調査 第 1回調査 第 2回調査 第 1回調査 第 2回調査
攻撃性 8.7（2.4） 8.8（2.4） .60 .66 .34 .39
臆病さ 11.1（2.3） 11.0（2.5） .68 .73 .42 .47
外向性 9.2（2.7） 9.0（2.5） .81 .66 .58 .38
知性 8.8（2.2） 8.8（2.2） .62 .60 .34 .32














































質問冊子 質問冊子（B 5判）は 2種類（調査 A 用，
















問う項目も設けた。調査 A 用の冊子と調査 B 用の冊子











な有効回答数は 105となった。したがって，調査 A の
回答者は，家庭内で飼い犬が最もなついている人物 105











歳）であった。調査 A と B それぞれの回答者の関係性
について，最も多い組み合わせは，妻（調査 A 回答者）
と夫（調査 B 回答者）の 42組であり，次いで，夫（調
査 A 回答者）と妻（調査 B 回答者）の組み合わせが 21




因子分析 各調査で得られた CHOPS の回答データにつ
いて，主因子法プロマックス回転による探索的因子分析
を行った。固有値 1以上の基準を設け，因子数は研究 1
と同じ 5因子とした。調査 A, B ともに，研究 1で得ら
れた自己評定の因子構造とほぼ同様の結果に収束した
（Table 5）。ただし，調査 A では「根性がある」の［気








関を算出した（研究 1：第 1回調査・第 2回調査×研究








Cronbach の α 係数を算出した（Table 6）。調査 A, B い
ずれにおいても各因子の α 係数は .80には至らないも
のの，各因子が 3項目（［気概性］は 2項目）構成であ
った点を考慮すると十分な内的一貫性が得られたといえ
る。しかし調査 A の［気概性］の α 係数は .48と低い
値となった。この因子は 2項目で，その回答分布を確認
したところ，「意志の強い」項目で 3（どちらともいえ
Table 5 研究 2の因子分析結果
項目 因子
攻撃性 臆病さ 外向性 気概性 緩慢さ
怒りっぽい 0.77, 0.50 0.11, 0.15 −0.18, −0.24 0.05, 0.18 −0.40, −0.24
反抗的な 0.71, 0.64 0.16, −0.09 −0.03, −0.16 0.05, 0.08 −0.28, 0.00
わがままな 0.59, 0.90 0.17, −0.19 −0.11, 0.12 0.29, −0.05 −0.10, 0.08
臆病な 0.14, −0.04 0.75, 0.50 −0.43, 0.05 −0.24, −0.10 −0.15, 0.25
動揺する 0.38, 0.07 0.66, 0.44 −0.23, 0.07 −0.20, −0.07 −0.11, 0.29
緊張する 0.14, −0.28 0.72, 0.78 −0.27, −0.05 −0.16, 0.05 −0.21, −0.11
愛想のよい −0.10, 0.08 −0.26, 0.15 0.76, 0.53 0.07, 0.03 0.04, 0.17
外向的な −0.12, −0.07 −0.49, −0.10 0.79, 0.77 0.07, 0.01 0.04, −0.02
活動的な 0.01, 0.09 −0.10, 0.01 0.48, 0.78 −0.01, 0.13 −0.47, −0.18
根性がある 0.23, 0.00 −0.31, 0.05 0.13, 0.08 0.29, 0.89 0.06, −0.05
意志の強い 0.20, 0.08 −0.26, −0.06 0.08, 0.03 0.90, 0.78 −0.12, 0.11
のんきな −0.49, 0.00 −0.18, 0.01 0.21, −0.01 −0.01, 0.01 0.64, 0.66
ぼんやりした −0.11, 0.24 −0.14, 0.13 0.03, 0.04 −0.12, −0.06 0.68, 0.66
おっとりした −0.47, −0.35 −0.17, −0.11 −0.02, −0.14 0.06, 0.15 0.89, 0.82
因子間相関
攻撃性 .20, −.35 −.16, .07 .13, .27 −.36, −.13
臆病さ −.42, .12 −.27, −.11 −.17, .17



































（Nakajima, 2013 ; Nakajima, Yamamoto, & Yoshimoto,
2009 ; Payne & Jaffe 2005 ; Roy & Christenfeld, 2004,
2005）。イヌと飼い主の性格の関連についても多くの研
究で報告されているが（例えば，Chopik & Weaver,
2019 ; Kuroshima, Hori, Inoue-Murayama, & Fujita, 2016 ;
Podberscek, & Serpell, 1997 ;Wells & Hepper, 2012），同
じ性格因子間で比較した研究は希である（Cavanaugh,
Leonard, & Scammon, 2008 ; Turcsán, Range, Virányi, Mik-
lósi, & Kubinyi, 2012）。Cavanaugh et al.（2008）は米国
での調査で，飼い主に Gosling et al.（2003）のイヌ用
BFI とヒト用 BFI への回答を求め，［外向性］に有意な
正の相関を得た。ただし，［神経症傾向（臆病さ）］にお











Table 6 研究 2の尺度得点と信頼性係数
調査 A（イヌの性格） 調査 B（飼い主の性格）
















































































比較のため，先行研究（Cavanaugh et al., 2008 ;






























う主張は他の研究者（De Palma et al., 2005 ; Ley, Ben-
nett, & Coleman, 2008, 2009 ; Ley, McGreevy, & Bennett,
2009）によってもなされているが，特筆すべきは本研究
と同じく性格表現語の収集から築き上げた Svartberg ら














性を調べることができる。そこで，研究 2の調査 A と
調査 B のデータを用いてイヌと飼い主の尺度得点間で








偏相関係数 追加調査 1 追加調査 2
攻撃性 .28 .28 .28 .10 .26 .42
臆病さ .27 .26 .28 −.38 .33 .34
外向性 .05 .07 .05 .42 .26 .32
気概性 .09 .09 .08 .15 −.13 .17
緩慢さ .23 .25 .23 ― .35 .63
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